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＜連絡事項＞
・入院患者インフルエンザワクチン11/14（月）～11/18（金）で日程設定しています。
予診票が必要な場合は、家族連絡をすすめて下さい。
＜患者様連絡事項＞
・角濱　義弘様～こころすこやか財団系列のGH見学の為、宇津木澤SW付き添いで14：00から外出。「こころすこやか」系列グループホーム見学から帰院後は、「とてもきれいで素敵な施設であったと話される。良いとは思うがなぜか不安で･･･。」と話し、病棟内を歩き続けている。
・飯豊　信雄様～本日、介護認定調査を15：00からモニターで実施。
・島脇　法依様～現在ハーフ食で食事を摂取しているが、自宅への退院を見据えて本日昼から食事変更。常食（軽食）へ変更となる。
・民部田　和哉様～歯科診察、処置施行。次回11/11（金）
＜要注目患者様＞
・高橋　義明様～日課の遅れはみられるが、介入への易怒性や独語なし。共有物の収集も目立たず経過。
・坂本　福子様～排便に固着し座薬や下剤の使用要求聞かれ都度説明。要求が通らない事で不機嫌さ見られているが、繰り返し説明に応じる事は出来ている。眠気の訴えはなく、日課は促しにて参加出来ている。

























＜深澤Dr診察＞

・五日市　規様～著変なし。処方内容継続していく事を説明。
・下妻　康貴様～精神面著変なし。今後については、こころすこやか財団以外のGH入所の方向とすることで本人から報告あり。施設入所後の収入を考えると不安になると訴えており、施設入所時には収入と共に就労も検討していく事を主治医から説明している。

衣類の持ち込み及び自宅の荷物整理について訴えがあり、自宅への外出を担当スタッフが調整し必要であれば付き添って自宅での状況を確認してくるよう、主治医から指示となる。
＜田名部Dr診察・ケース検討＞
・民部田　和哉様～周囲との関係性について関わり過ぎないよう指導受けている。ノートを持参しＤｒに渡しており、施設入所について一戸の施設ではなくこころすこやか財団系列のＧＨに入所したいと希望し、携帯電話を使用しネットで調べた情報を主治医へ見せている。
主治医から施設入所は春以降となる事を伝えられ、薬の自己管　理も施設入所1ヶ月前を目途に開始すると説明受けている。また、携帯電話の使用についてネットの使用は不可である事を再度指導受けている。
・板橋　利美様～食事・睡眠はとれており、身体の浮腫みも改善したと報告。排便も便秘傾向ではあるが、下剤使用にて排便確認できている。同室者への不満訴え聞かれているが、適度に距離をとり関わり過ぎなくて良い事を説明受けている。
・小豆畑　裕介様～幻聴はあるが以前より落ち着いており、処理出来ていると報告。幻聴の内容として、「前に半年間子作りをしていた時が合って、その分子供がいると聞こえてくる。30日×6ヶ月分の人数。あと税部署から固定資産税の話が聴こえてくる」と訴える。処方は、オランザピン（10）1Ｔを中止し、ブロナンセリン4ｍｇを8ｍｇに増薬となる。
・三浦　みよ子様～調子は変わりなく、体調も問題ないと話す。間食量を守って行くよう説明受けている。処方は変更なし。
・三浦　綾子様～幻聴は軽くなってきていると報告し、「サザエさんの歌や祭りのお囃子が聴こえる」と話す。処方は同内容継続。
・畑中　成夫様～原稿は書き終わったと報告。他者との関係性については、特定男性患者様に対して「変らず、指示なのか嫌がらせしてくる」と訴える。ご家族の今後の入院治療に対しての意向を確認したことを振り返り、来年の誕生日まで施設入所に向けて、生活を改めるよう説明受けている。
・高橋　義明様～早朝覚醒はみられているが、本人は十分に寝ていると報告。プログラムにも参加するよう説明受けている。独語はあるが、行動は落ち着いており易怒性もなく経過。本人より右奥歯の齲歯による疼痛訴えあり、本日夕からカロナール（200）3Ｔとセフジトレンピポキシル（100）3Ｔ　3×毎食後　4日分処方。本人は歯科受診を拒否。
・吉田　守幸様～睡眠はとれており食事も咽る事はあるが嚥下は問題なく摂取出来ている。落ち込みや苛々はなく経過。処方変更なし。
・太田　富夫様～便意はあるが自力での排便が困難で、下剤を追加服用していると報告。ビーマスを中止し、就床前薬にセンノシド1錠追加。本人からの訴え時には除剤可の指示を受けている。
・高橋　伸治様～プログラムは参加していると報告あり。継続するよう説明受けている。処方は継続。
・池田　康憲様～自宅のドア修理が終了した事で、外泊訓練を予定していく事を説明。足の痛みは持続していると話すが、日常生活には支障なし。血糖コントロールを意識した食事と間食量を守るよう説明受けている。
・松橋　文彦様～プログラムの中身が嘘を半分書いているとスタッフに言われたと報告。本人は最終的には断酒したいと希望している。排便は色が改善してきたと話す。眼科受診の予約を11/22　10：00に入れた為、11/21までには退院したいと希望する。17日の酒歴発表終了後には退院可能である事を説明している。
・久保　興介様～幻聴は継続しているが自制内と話しており、内容も苛々するものではないと報告。グループホームを経てアパートで生活をしたいと希望を伝えている。また、自宅へ行き髪を切りたいと希望しており、ご家族の都合を確認するよう説明受けている。スマホを購入したいとメモを書いており、スタッフ・家族と相談するよう説明受けている。
